
写真

[コメント]
地域の活性化、中小企業の活力創出にむけて
○新たな体制のもと、より一層の支援水準の向上、支援内容の充実をは
かります。
○事業化の早期達成、さらなるステージアップをめざして積極的かつ重
点的なフォローアップ活動を推進してまいります。
○販路開拓支援の深耕にむけ地域ネットワークの構築に取り組んでまい
ります。

[経歴及び取組み]

●㈱大和にて新潟、富山、石川の各店店長として店舗営業に携わり、また本社で、総務本部
長を経験。この間に店舗営業の現場業務全般と各種情報システムの構築、総務、人事業務に
携わってきた。
●平成19年より中小企業基盤整備機構プロジェクトマネージャー(市場開拓、地域資源活用事
業）として中小企業支援を推進。
●百貨店の経験を基に、マーケティング、市場視点を重点に商品開発、事業化計画を支援、
地域の活性化、中小企業の活力創出に向け全力を傾注したい。

北陸支部
統括プロジェクトマネージャー

かわかみ あきひこ

川上 明彦
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○「製品」があるということと、それが「商品」としての市場価値を持
つ事とは異なるものであり、又、時節柄、中小企業にとっての販路開拓
は容易な問題ではありませんが、取り組む者（事業者自身と支援者）の
熱心さと誠意に勝るものは無いと確信しています。

○中小企業者の杖となり共に歩むことを念願しています。

[経歴及び取組み]
●1967～2003
住友商事株式会社にて鋳鍛品、鉄道車両、電子材料・部品、海外工業団地の販売、繊維製

品の委託加工貿易に従事。この間に、インドネシア、インド、中国に合計11年間駐在。
●2003～2008
中小企業基盤整備機構本部にて経営支援専門員として中小企業の国際化支援に従事。

●2008～現在
中小企業基盤整備機構北陸支部にてプロジェクトマネージャーとして地域資源活用事業及

び海外展開を目指す事業への支援に従事。

北陸支部
プロジェクトマネージャー

おおいずみ まさき

大泉 正城
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２１世紀は、世界的な水不足と食料不足が懸念されています。「農商
工連携」支援事業を通して、農業の活性化と食料自給率の向上に少しで
も役立てればと思っています。

[経歴及び取組み]

●株式会社ＫＯフードテック 代表取締役
●食品企業、化学品専門商社で、機能性食品素材や新規加工食品の企画、調査、研究、製造
に関する一連の開発業務を行ってきました。
●平成１８年に技術コンサルティング会社を設立し、食品分野の技術支援、産学官共同研究、
食と農の連携に関するコーディネートを行っています。これまで、富山県の地域資源である
「富山湾海洋深層水」の科学的利用に関する共同開発に力を入れてきました。（農学博士、
技術士（農業部門））

北陸支部
プロジェクトマネージャー

おおつか こうたろう

大塚 耕太郎
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中小企業を取り巻く環境は厳しくなっていますが、残念ながら外部環
境を変えることは出来ません。連携による新事業で、未来を切り開くお
手伝いをさせていただきます。

[経歴及び取組み]

●株式会社トレジャーハンティング 代表取締役
●銀行、ベンチャーキャピタルにおいて、中小・ベンチャー企業を対象に資金調達、財務再
建、資本政策、事業計画策定、内部管理体制構築、販路開拓を支援してきました。
●平成17年4月より中小企業基盤整備機構北陸支部において新連携事業に参画。

北陸支部
プロジェクトマネージャー

ふじもと てつや

藤元 哲也
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